







(入の部〉 〔今年度の金額) [予算金額(会員350名)) 
①参加費 1，879，490 2，100，000 
②雑収入 211，233 240，000 
③企画収入 19，700 180，000 
合計 2，110，423 2，520，000 
{出の部〉
④会報印刷費 417，510 420，000 
⑤会報郵送費 250，350 336，000 
⑥保険料 120，000 120，000 
⑦事務人件費 960，000 960，000 
⑧事務局家賃 120，000 120，000 
⑨事務通信費 149，067 120，000 
⑩事務印刷費 9， 970 12，000 
⑪事務用品費 12，982 
⑫資料費 9， 000 O 
⑬交通費 180，000 180，000 
⑩企画経費 26，850 O 
⑮スタッフ費 49.180 240，000 
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(ア)参加費 175，000 2，100，000 
(イ)雑収入 18，000 216，000 
(ウ)企画収入 5， 000 60，000 
合計 198，000 2，376，000 
〈出の部〉
(エ)会報印刷費 35， 000 420，000 
(オ)会報郵送費 28，000 336，000 
(カ)保験料 10，000 120，000 
(キ)事務人件費 80，000 960，000 
(ク)事務局家賃 10， 000 120，000 
(ヶ)事務通信費 10，000 120，000 
(コ)事務印刷費 1， 000 12，000 
(サ)事務用品費 1， 000 12，000 
(シ)資料費 1， 000 12，000 
(ス)事務交通費 15，000 180，000 
(セ)企画経費 2， 000 24，000 
(ソ)スタッフ費 5， 000 60，000 
合計 198， 000 2，376，000 
く
、
新
入
会
員
増
に
は
あ
ま
り
結
び
つ
か
な
か
っ
た
と
反
省
。
こ
れ
か
ら
は
お
産
本
購
入
者
が
出
産
後
に
入
会
す
る
だ
ろ
う
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
閉
会
せ
が
今
後
増
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
の
な
ん
ら
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
『
ト
ラ
イ
ア
ル
』
を
も
っ
と
活
発
に
し
て
い
く
た
め
の
提
案
な
ど
、
現
在
の
会
員
が
積
極
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
す
よ
う
な
こ
と
も
模
索
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
少
々
い
き
ぎ
れ
気
味
の
ス
タ
ッ
フ
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
パ
ワ
ー
を
注
入
し
て
ほ
し
い
!
実
際
に
動
け
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
手
紙
、
電
話
や
投
稿
な
ど
を
ま
っ
て
ま
す
よ
!
(
古
知
)
。
カ=
事
務
局
ら
-
2
0
0
2
年
も
も
う
終
わ
り
で
す
が
、
『
お
産
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
H
』
作
り
で
幕
を
開
け
た
今
年
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
最
近
は
少
子
化
対
策
も
あ
っ
て
、
「
子
育
て
支
援
」
関
連
団
体
の
メ
ツ
セ
や
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
催
し
が
目
白
押
し
、
あ
ん
ふ
あ
ん
で
も
あ
ち
こ
ち
で
展
示
発
表
や
事
例
報
告
を
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
数
名
来
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
!
近
い
う
ち
紙
面
で
も
報
告
し
ま
す
。
.
今
月
号
に
は
新
『
グ
ル
ー
プ
・
リ
ス
ト
』
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
連
絡
窓
口
の
人
は
、
市
旭
番
号
等
間
違
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
他
の
会
員
は
ど
ん
な
こ
と
し
て
る
の
?
と
思
う
人
、
こ
れ
か
ら
仲
間
作
り
し
た
い
人
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
0
・u月末の会
員
数
は
3
1
0
名
で
す
。
《
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
メ
モ
》
四
月
お
日
(
水
)
1
1
月
7
日
(
火
)
事
務
局
冬
休
み
*
こ
の
間
の
事
故
等
の
連
絡
は
封
書
で
事
務
局
ま
で
1
月
日
日
(
水
)
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
(
事
務
局
)
1
月
幻
日
(
月
)
1
・
2
月
合
併
号
発
送
(
事
務
局
)
※
ど
ち
ら
も
叩
時
半
1
3
時
程
度
。
子
連
れ
可
・
弁
当
持
参
、
参
加
希
望
者
は
事
前
に
事
務
局
ま
で
。
-
あ
ん
ふ
あ
ん
て
は
、
会
費
の
み
で
運
営
し
て
い
る
会
。
会
費
の
支
払
い
が
ま
だ
の
人
は
、
至
急
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
費
が
切
れ
て
も
本
人
か
ら
連
絡
が
な
い
と
、
退
会
や
休
会
の
措
置
が
と
れ
ま
せ
ん
。
休
・
退
会
、
転
居
の
時
は
、
事
務
局
ま
で
連
絡
を
。
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